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◆住居表示審議会補足 

(1) 委員構成 

区議会議員 ···················································· ３名 
教育委員会委員長 ·············································· １名 
選挙管理委員会委員長 ·········································· １名 
各地区連合町会長 ·············································· ８名 
千代田区商店街連合会長 ········································ １名 
千代田区婦人団体協議会委員 ···································· ２名 
副区長 ························································ １名 
麹町/神田警察署長 ············································· １名 
麹町/神田消防署長 ············································· １名 
日本郵便株式会社麹町/神田郵便局長 ····························· １名 

 計 20名 

◆住居表示とは 

(1) 概要 

 住居表示とは、住居表示に関する法律に基づく住所の表記方法で、従前の地番（土

地につける番号）とは異なり、あらかじめ定めた基準に基づき建物の出入り口の位

置により番号を決定するもの。 

(2) 目的 

順序良く番号を付け住所をわかりやすく表記し、郵便配達作業等を円滑に行える

ようにするなど市民生活の便宜を向上させ、もって公共の福祉の増進に資すること。 
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◆千代田区の町名一覧 

旧麹町区               旧神田区 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛けは住居表示未実施地区 

 

  

い 岩本町 神田司町
う 内神田 神田富山町

鍛冶町 神田錦町
神田相生町 神田西福田町
神田淡路町 神田練塀町
神田和泉町 神田花岡町
神田岩本町 神田東紺屋町
神田小川町 神田東松下町
神田鍛冶町 神田平河町
神田北乗物町 神田松永町
神田紺屋町 神田美倉町
神田佐久間町 神田美土代町
神田佐久間河岸 さ 猿楽町
神田神保町 そ 外神田
神田須田町 に 西神田
神田駿河台 東神田
神田多町 一ツ橋

み 三崎町

か

か

ひ

【参考 住所の表記例】 

住居表示実施地区 → 千代田区 ○○町 一丁目 ２番 ３号 

住居表示未実施地区→ 千代田区 ○○町 一丁目 ２番地 

飯田橋 さ 三番町
一番町 ち 千代田

う 内幸町 な 永田町
お 大手町 に 二番町
か 霞が関 は 隼町

紀尾井町 日比谷公園
北の丸公園 平河町
九段北 ふ 富士見
九段南 ま 丸の内
皇居外苑 ゆ 有楽町
麹町 よ 四番町
五番町 ろ 六番町

い

き

く

こ

ひ
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◆神田冠称を実施した場合の住所の表記方法 

(1) 住居表示 

現状  実施した場合 

東京都千代田区 

三崎町一丁目 １番 １号 

東京都千代田区 

神田三崎町一丁目 １番 １号 

東京都千代田区 

猿楽町一丁目 １番 １号 

東京都千代田区 

神田猿楽町一丁目 １番 １号 

(2) 地番 

現状  実施した場合 

東京都千代田区 

三崎町一丁目 １番地 

東京都千代田区 

神田三崎町一丁目 １番地 

東京都千代田区 

猿楽町一丁目 １番地 

東京都千代田区 

神田猿楽町一丁目 １番地 

 

※郵便番号は、丁目を除いた町名を基本として設置されるため、両地域に関して郵便番

号の変更はない。 
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◆議事詳細 

 
 

 

回数 開催日

第5回
昭和39年
6月5日

委:

委:

区:

第9回
昭和40年
11月22日

委:

長:

委:

該当議事

審議会の初めの会合には、神田をなるべく除くということで話しを進めた記憶を
もっておりますが、・・・。

現在の神田・・・町というような呼称はさけるということで出発したもの

そのとおりでございます。神田・・・町、港区芝・・・町というように、神田、芝をさけ
るということ

神田駅東地区では、町名を神田とすることを考えているが、神田駅の西側になる
神田公園地区も神田という名称を考えており、合体は無理とし、双方とのその案
を取り下げることとした。ほかのところに神田という町名がでたらということが懸念さ
れるが、道義的な立場に立っていただきたい。

審議会の方針をということですので、神田○丁目という名称は、付けないという方
針で、制約を加えたということになるが、地元各連合町会長のご協力を得つつそ
のように決めたい。

全員、異議なしで決定
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※委＝千代田区住居表示審議会委員 

区＝千代田区事務局 

長＝千代田区住居表示審議会会長 

回数 開催日

第11回
昭和41年
8月29日

委:

委:

委:

長:

委:

第17回
昭和43年
8月15日

長:

委:

委:

長:

委:

「神田」という名称についておはかりしたいと思います。未だ、「神田」を希望する
町会が多分にあるときいておりますが、これは、やはり付けないということで、再々
確認したい。住居表示の主旨からいって、不適当であるということで、かつて、申
し合わせた結果、取り下げたこともございます。

この問題は、非常にむずかしいと思います。従来ですと、例えば「神田三崎町」と
いうように、「神田」という名称が町名の前についていた訳ですが、これを今後は
一切、町名に付さないことに決定した訳であり、将来事情が変わったとしても、こ
れを了解して実施した前の町会が納得しないので、この線はくずさないということ
でいきましょう。

「神田」という名称は、使用しないということに決まっております。今更、これを提案
するような愚はさけるべきで、審議会の決定等は、一度決定されれば、尊重され
るべきです。

当委員会としては、「神田」という名称については、従来の決定通りということでい
きたいと思っておりますが、いかがでしょうか。

もちろん、それでよいの声、全員よりあり。

お互いに「神田」はつけないようにと第9回で申し合わせになっていた筈
ですので、この点も再確認の上決定していただきたい。

「神田」の名称問題について、第9回の審議会で、いい名前であるので、
どの地区でも希望しているから、この際「神田」という名称は、採用しな
いということをおねがいいたしましたもので、それではということで申し
合わせをした筈です。

後々のためもあるので、当審議会で是非不採用と決めていただきたい。

二、三の委員さんから「神田」の名称が出されましたが、このことにつき
ましては、すでに第9回の審議会で、つけないと打ち出し、全体的な立場
の上で、調整し申し合わせたものですので、改めてご確認願いたい。

全員、拍手により「神田」不採用を確認

該当議事
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◆住居表示検討懇談会概要 

(1) 開催目的 

住居表示、旧町名復活などの課題について意見交換や課題の整理を行う。 

(2) 開催日時 

 第１回 平成 18年３月 15日 午後２時～ 

 第２回 平成 18年８月９日  午前 10時～ 

 第３回 平成 19年６月 26日 午前 10時～ 

 第４回 平成 19年８月１日   午後１時～ 

(3) 出席者 

学識経験者 ···················································· ２名 

連合町会長協議会長、連合町会長 ································ ３名 

婦人団体協議会委員 ············································ ２名 

事業所代表 ···················································· ２名 

郵政公社 ······················································ １名 

 計 10名 
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◆実施概要 

(1) 調査対象 

三崎町・猿楽町の 20事業所 

(2) 調査期間 

平成 22年９月～11月 

(3) 調査方法 

区職員が個別訪問し意見聴取 
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◆実施概要 

(1) 調査対象 

三崎町・猿楽町に居住する 20歳以上の者 1,378人 

(2) 調査期間 

平成 24年２月 15日～２月 27日 

(3) 調査方法 

株式会社エスピー研による郵送配付・郵送回収 
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(4) 調査結果 

 （単位　人）

世帯数 人口 送付数回収数回収率

三崎町 428世帯 804 736 394 53.5% 243 61.7% 187 47.5% 56 14.2% 150 38.1% 105 26.6% 45 11.4%

猿楽町 410世帯 725 642 321 50.0% 168 52.3% 130 40.5% 38 11.8% 150 46.7% 105 32.7% 45 14.0%

計 838世帯 1,529 1,378 715 51.9% 411 57.5% 317 44.3% 94 13.1% 300 42.0% 210 29.4% 90 12.6%

千代田区計 27,055世帯 48,631 - - - - - - - - - - - - - - -

反対
どちらかとい
えば反対

住
民

区分

住民基本台帳
（H23．4.1）

住民意向調査結果（24.2）

実施母数 賛成 反対

計 賛成
どちらかとい
えば賛成 計
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◆地方自治法第 260条（昭和 22年 4月 17日制定） 

 

（市町村内の町又は字の区域） 

第二百六十条 市町村長は、政令で特別の定めをする場合を除くほか、市町村の区域内

の町若しくは字の区域を新たに画し若しくはこれを廃止し、又は町若しくは字の区域若

しくはその名称を変更しようとするときは、当該市町村の議会の議決を経て定めなけれ

ばならない。 

２ 前項の規定による処分をしたときは、市町村長は、これを告示しなければならない。 

３ 第一項の規定による処分は、政令で特別の定めをする場合を除くほか、前項の規定

による告示によりその効力を生ずる。 

(平成 23年 8月 30日改正)
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◆手続きが必要なもの詳細（区民） 

 

※詳細は各関係機関に問い合わせが必要 

1. 自動車運転免許証 ○
\0

（住民票代
は別途）

すみやかに

≪必要書類≫
・新住所を確認できる書類等
・運転免許証記載事項変更届
・印鑑

2. 共済年金 ○ ¥0 すみやかに
≪必要書類≫
・住所変更届等

3.
健康保険証
(協会けんぽ任意継続加入の方)

○ ¥0
変更事由発
生から５日
以内

≪必要書類≫
・任意継続被保険者住所変更（訂
正）届
※保険証は各自手書で修正

4. 精神障害者保健福祉手帳 ○ ¥0 すみやかに
≪必要書類≫
・変更届出書

5.
固定電話契約(NTT以外)
各種携帯電話契約

○ ※ すみやかに
≪必要書類≫
電話会社による

6. インターネットプロバイダ等 ○ ※ すみやかに

≪必要書類≫
インターネットプロバイダ会社に
よる

7. 銀行口座等 ○ ※ すみやかに
≪必要書類≫
金融機関による

8.
保険各種
(生命・火災等)

○ ※ すみやかに
≪必要書類≫
保険会社による

9. クレジットカード ○ ※ すみやかに
≪必要書類≫
カード会社による

費用 期限 必要書類項目 手続の有無
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◆手続きが必要なもの詳細（企業） 

 

1. 不動産の権利に関する登記 △ ※ 1 ¥0※2 ―

≪必要書類≫
・変更登記申請書
・住所変更証明書類
・印鑑

2. 商業登記 △※ 1 ¥0※2 ―

≪必要書類≫
・会社変更登記申請書
・住所変更証明書類
・印鑑　等

3. 雇用保険受給資格者 ○ ¥0 すみやかに
≪必要書類≫
・新住所を確認できる書類

4.
雇用保険適用事業所
求人事業所

○
￥0

（謄本代は
別途）

変更事由発
生から10日
以内

≪必要書類≫
・雇用保険事業主事業所各種変更届

・登記事項証明書
・適用事業所台帳

5. 商工融資 ○
¥0

（謄本代は
別途）

―
≪必要書類≫
金融機関による

6. 水道法関係許認可 ○
¥0

（謄本代は
別途）

すみやかに

≪必要書類≫
・簡易専用水道変更届
・専用水道記載事項変更届

7. 株式上場事業所 ○ ¥0 すみやかに
各証券取引所のシステム上等で住
所変更手続きが必要

項目 手続の有無 費用 期限 必要書類

※１町名変更に伴う住所変更があった場合、変更登記があったとみなされるため、基
本的に手続きは不要だが、記載内容自体は自動的に変更されないので、記載の変更を
確実に行うためには手続要。 
※２神田冠称実施に伴う登記の場合、区の発行する町名変更実施証明書の提示で登録
免許税が免除になる。 
 


